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遺族の悲しみを見つめる

２００６年１０月に発売された三田文学に２５歳で自死した片山飛佑馬
さんの遺稿が掲載された。新聞等にも報道され、大きな反響があっ
た。
　この遺稿を無駄にせず、加えて、残された遺族をサポートする事は
出来ないだろうか。そこから「私の中で今、生きているあなた」展示
会の企画が始まった。

遺稿や写真新聞記事などを紹介する中で、亡くなった方の人生を、肯定
する。
自殺という死の手段にとらわれず、死そのものを悲しみ、その悲しみを多く
の人と共有する事が出来ないか。
　当該遺族と十分な連携がない中で、不安の中での出発であった。
唯一の朗報は日本財団の助成を受けることができ、財政面で心配しなく
ても良くなったことだった。
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